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1．はじめに
日本語には漢字，ひらがな，カタカナの表記方法がある。漢字には表意機能があり，
ひらがなとカタカナには表音機能がある（林2005）。つまり，漢字は意味を表し，ひらが
なとカタカナは音を表す文字である。その中でもカタカナは特に外来語に用いられる。
一般的にひらがなが多い文章よりも漢字が多い文章のほうが高尚な印象を受けるが，
日本語の文章は文字数を気にしなければ丸ごとひらがなやカタカナで書くことも可能で
ある。その事実からすると漢字で書かれているものであってもそれがいつも絶対に必要
な表記方法とはいえないのではないか。
1.1．研究の目的・動機
日本語の書記法は漢字とひらがなが中心で，語の中心は漢字で書かれるという説があ
る（佐竹2005）。しかしそれならば，漢字表記が可能な単語はひらがな表記やカタカナ表
記では書かれなくなるはずである。一方，ひらがな表記だけやカタカナ表記だけの文章
は明らかに読みにくい。まず，文字数が増え，その上単語の区切りが分かりにくいため，
同音異義語の多い日本語にとって不利な表記方法だといえる。そのため実用的ではな
い。またカタカナ表記が外来語のためのものであるならば，「犬」が「いぬ」だけでなく
「イヌ」とも表記できることは不思議である。
本稿ではこの疑問に答えるため日本語の文字表記に関して，どのように使い分けがな
されているのか調査し，考察したい。
1.2．調査方法
常用漢字表から植物と生物の名称を表す漢字を選出し，コーパスを用いて漢字，ひら
がな，カタカナ表記がどのように使い分けられているのか調査する。
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1.2.1．調査対象
調査対象は，植物と生物の名称を表す漢字である。
身近な単語で使用頻度の高いものを研究対象とするため常用漢字（1945文字）（注1）
から漢字一文字で表される植物と生物の名称を選んだ。その結果，植物の名称17語，生
物の名称16語のうちから「花，草，藻，茶，木，葉，蚊，魚，虫，鳥」を除いた下記の
植物と生物の名称に関してコーパス調査を行う。
植物「芋，桜，菊，松，桑，竹，豆，稲，梅，麦，米，柳」
生物「猿，牛，蛍，鶏，鯨，犬，蛇，象，豚，馬，猫，羊」
これらの名称を調査し，一般的な表記やそこから逸脱している表記の特徴を調べる。
1.2.2．使用するコーパス
使用するコーパスは「KOTONOHA 現代書き言葉均衡コーパス」のデモンストレー
ション版である。近年の文字表記を研究したいので，コーパスの検索対象を2000年
～2005年に出版された一般の書籍から無作為に抽出したサンプルの範囲とする。検索対
象を一般の書籍に限った理由は媒体特有の文字の表現方法，例えばメール特有の小文字
を使う表現，顔文字や絵文字などの影響を受けないようにするためである。なお，実際
の文字表現の運用をコーパス調査で調べる前に，文字表記の歴史や一般的な日本語の表
記基準や表記機能を先行研究により明らかにする。
2．先行研究
犬飼によると，『漢字は，漢語を書くほか和語にも使う。その和語が名詞であれば全体
を漢字で書く。用言なら語幹を漢字で書き活用語尾を仮名で書く。その語尾の仮名の使
い方を定めたのが内閣告示による「送り仮名の付け方」である。代名詞，副詞，接続詞，
感動詞は「当用漢字表」の「使用上の注意事項」でなるべく仮名で書くように定められ
て以来，一般には漢字で書かないようになった。』ということである（2002，p.73）。
漢字と仮名（ひらがな・カタカナ）の役割はこのように分類される。
「当用漢字表」の規則では，漢字は和語の名詞，用言の語幹部分を表記するための文字
である。仮名は用言の活用語尾を表記するための文字である。また，「当用漢字」の発表
以前は代名詞，副詞，接続詞，感動詞は漢字で書くことが可能もしくは一般的であった
が，「当用漢字表」の指針によって仮名で書くようになった（犬飼2002）。
「当用漢字表」とは1946年に告示された1850文字で，法令，公文書，新聞，雑誌および
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一般社会で使用する漢字の範囲を示すものである（小林2005）。これは明治時代の初め
から提案されていた漢字廃止の主張が漢字擁護の主張とぶつかり，漢字の使用を制限し
た政策であり，以後の国語改革の基本となった。そして，「常用漢字表」1945文字はこの
「当用漢字表」を改定したものであり，現在の公式な漢字の使用基準となっている（小
林2005）。「常用漢字表」については表外の漢字を使用するとこに対して許容しているが，
「当用漢字表」時代の漢字制限の影響もあると考えられる。
平仮名は最も一般的に使われ，助詞・助動詞は今日では漢字で書かれない（犬飼2002）。
犬飼によると以前は「迄」「也」などの漢字表記が行われていたが，「当用漢字表」の「使
用上の注意事項」によって廃れたと述べている。しかし，同「使用上の注意事項」には
動植物の名称も仮名で書くように定められているが，一般的に遵守されていない。漢字
と仮名の表記は「当用漢字表」の規則に縛られていながら，一部そこからの逸脱した表
記方法が一般化されている。
つまり，例を挙げると助詞・助動詞の「迄（まで）」「也（なり）」や，代名詞の「彼（あ
れ）」「其（それ）」，副詞の「直ぐ（すぐ）」「凡そ（およそ）」，接続詞の「又（また）」「然
うして（そうして）」，感動詞の「嗚呼（ああ）」「此（これ）」などは「当用漢字表」によ
る漢字制限のもと現在では漢字表記が廃れたが，動植物の名称を仮名書きすることは守
られず，「犬」「猫」「桜」「菊」のように漢字表記が使用されているのである。
現在の漢字表記の基準である「常用漢字表」では，前書きに，「1．この表は，法令，
公用文書，新聞，雑誌，放送など，一般の社会生活において，現代の国語を書き表す場
合の漢字使用の目安を示すものである。2．この表は，科学，技術，芸術その他の各種専
門分野や個々人の表記にまで及ぼそうとするものではない。3．この表は，固有名詞を
対象とするものではない。4．この表は，過去の著作や文書における漢字使用を否定す
るものではない。5．この表の運用にあたっては，個々の事情に応じて適切な考慮を加
える余地のあるものである。」と定めている。これは「当用漢字表」に向けられた「国語
の表現を束縛し，表記を不自然なものにする」という批判に配慮した結果「漢字使用の
目安」という体裁をとっている（前田2002）。
しかし，これまでの漢字制限の政策により漢字表記が減少しているかというと，そう
ではない。近年ワープロやパソコンの普及にしたがって JIS 漢字が表記の基準になって
いるという見方がある。ワープロの普及が始まって以来，書くことは面倒だが読むこと
はできる漢字を多く使うようになったのである（犬飼2002）。JIS 漢字は常用漢字より数
が多く，ワープロやパソコンで使われている。その数は現在も増加している。
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また近年，人名用漢字も増加傾向にある。昭和22年12月公布の「戸籍法」では「子ど
もの名前には常用平易な文字を用いる」ことが定められ「当用漢字表」にある漢字と仮
名しか使用できなかったが，国民の強い要望によって徐々に名前に使用できる漢字が増
えた（加藤2002）。
以上のような状況から将来，常用漢字の更なる増加，改定や表外漢字の使用が今以上
になされるのではないかと考えられる。
次に仮名について，佐竹（2005，p.30.31）は『平仮名と片仮名の大きな違いは，漢字
仮名交じり文でどういう部分を担当するかの役割の点にある。（中略）平仮名は概念部
分を補助し，それらの相互関係を明示する非概念部分に使われると言える。いわば，補
助的な部分に使われやすい。他方，片仮名は外国語や外来語などの特定の語を示すのに
使われる。』と述べている。これによると，ひらがなの方がカタカナより繁用性がある。
一般に文章中のカタカナの数よりひらがなの数のほうが多いことが証明になるだろう。
以前は，漢字仮名交じり文で現在のひらがなの役割をカタカナが担っていたこともあっ
たが，現在ではそのような書き方の文章は一般的でない。
また，佐竹（2005）は，ひらがなは漢字と同等に日本語の表記方法の中心であるが「補
助的」ととらえており，①助詞・助動詞②用言の活用語尾（送り仮名の部分）③形式名
詞・補助用言④接続詞・感動詞・副詞を表記することがひらがなの機能であると述べて
いる。①②はほぼ常に平仮名で書かれるもの，③④はひらがなで書かれることが多いも
のであり，これらは「当用漢字表」によって定着した規則であるといえる。「～で御座い
ます」「嗚呼（ああ）」など漢字表記が可能であるが文章を手書きする際には使わない表
記であり，近年では見かけないので古めかしい印象を受ける。③④とも小説など特殊な
ジャンルの文章の中で表現方法の一種として残っているが，日常生活で用いられること
はほぼないだろう。
一方佐竹は，カタカナ表記が使用される場面を，❶外来語・外国語（固有名詞を含む）
❷学術用語・専門語❸俗語・隠語❹動植物名❺擬音語・擬態語の表記と述べている。❶
は片仮名で書くことが普通であるが，その他は必ずしも片仮名とは限らずひらがなや漢
字のこともある（佐竹2005）。佐竹によるとカタカナを使用する意味は他の漢字やひら
がなと区別をつけることである。
❶❺はカタカナを使うことで漢字やひらがなとの区別がはっきりする。例えば❶であ
れば「あのめえかあのこうひいがおいしいよ」と「あのメーカーのコーヒーがおいしい
よ」では後者のほうがひらがなとの区別が分かりやすい。❺であれば「ぎしぎし戸がき
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しむ」より「ギシギシ戸がきしむ」のほうがより擬音語部分が目立ってはっきりする。
❷❸はそもそも日常の文章ではあまり使用されない。❹動植物名だけがどの表記でも書
かれるのである。❹の場合，佐竹は全体のつりあいを考えて，漢字で書けるものでもカ
タカナで書くほうが読みやすいと述べている。
林（2005）は漢字と混用されるのはひらがな，カタカナは外来語やオノマトペなど特
別な語を表すと述べながらも，漢字と仮名による混合書記は分かち書きの効果があるが
その使い分けには任意性があり，とうてい正書法が確立しているとはいえないとも述べ
ている。また，現代の日本語の書記法である漢字仮名交じり文の用字法はこれでなけれ
ばならないと固定されておらず，恣意的に自由である柔軟な傾向で成り立っていると述
べている。
3．植物・生物を表す文字表記
この章では植物・生物を表す単語で漢字，ひらがな，カタカナ表記がどのように使い
分けられているのかコーパスを用いて調べる。下記が1.2.1.で選出した単語である。
植物「芋，桜，菊，松，桑，竹，豆，稲，梅，麦，米，柳」
生物「猿，牛，蛍，鶏，鯨，犬，蛇，象，豚，馬，猫，羊」
これらの単語は漢字・ひらがな・カタカナの表記が可能である。単語に人名地名など
固有名詞が含まれている場合は本論文の研究対象外とする。「ジャガ芋（じゃがいも）」
「マッコウクジラ」など種類名になっている場合は研究対象に含める。「竹林（ちくり
ん）」「牛乳（ぎゅうにゅう）」など読み方が変わっている場合は含めない。
コーパスの検索結果が500件を越える場合，全ての検索結果が表示されず500件のみ表
示されるので，表示される500件分のうち本論文の研究対象にあてはまるものを有効数
として使用した。
3.1．コーパスを使った調査
植物の名称と生物の名称をそれぞれ一般的に「食べられるもの」と「食べられないも
の」に分け，コーパスでの調査結果をグラフにした。「食べられるもの」と「食べられな
いもの」は植物と生物の両方に有効な分け方であるので線引きに用いた。グラフの縦軸
は件数，横軸は書籍の分野を表している。
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表2 豆
3.1.1．植物の名称
植物の名称を食べられるもの「芋，豆，稲，麦，米」，食べられないもの「桜，菊，松，
桑，竹，梅，柳」に分け，グラフで表記した。本稿では紙面の都合上「芋，豆」と「桜，
柳」のグラフをとりあげる。
3.1.1.1．食べられる植物
【表1】「芋」は「さつま芋」という表記はあったが，前後に何もつかない「芋」単体
での使用が多かった。「いも」は「さつまいも」「じゃがいも」「やまいも」「いも類」と
いう表記が多く，「いも」単体での使用は少なかった。「イモ」は「ヤマイモ」「サツマイ
モ」「紫イモ」などに加え，「タロイモ」「ヤムイモ」など日本ではなじみのない種類の「イ
モ」を表記するとき使用されていた。「芋」「いも」はなじみのある種類に，「イモ」はあ
まりなじみのない種類に用いられている。
【表2】「豆」は単体での使用もあったが，「カカオ豆」「いんげん豆」「そら豆」「ウズ
ラ豆」など「豆」の種類を表す単語が豊富だった。また「豆粒」「豆電球」「豆まき」も
複数見られた。「まめ」は研究対象外の「まめ（忠実）」や「こまめ」が多かった。単体
での使用はなく「そらまめ」「血まめ」があった。「マメ」も「マメ（忠実）」「コマメ」
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表3 桜
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表4 柳
が多かったが，「インゲンマメ」「エダマメ」「マメ科」など産業の分野での使用が多かっ
た。また「マメ知識」という形も見られた。「マメ」＞「豆」＞「まめ」の順に専門語に
使われる頻度が高くなっている。
3.1.1.2．食べられない植物
【表3】「桜」は単体での表記が多かったが，「八重桜」「桜色」「桜餅」など前後に何か
くっついて単語になっている場合も見られた。「さくら」は研究対象外の人名での使用
が多く，そのためか「さくら」の単体表記は少なかった。だが，「さくらんぼ」という表
記は多かった。「サクラ」は「サクランボ」という表記も見られたが，単体での使用も多
かった。しかし，その場合花の意味ではなく「客のふりをする人」の意味が複数見られ
た。カタカナ表記の割合が他の植物より少ない。
【表4】研究対象外の苗字で「柳」「やなぎ」が複数見つかったが，「柳」は単体での使
用が多く，他に「猫柳」という単語の表記も複数あった。「やなぎ」は単体での使用しか
見つからなかった。「ヤナギ」は単体での例も多かったが，「シダレヤナギ」「アカヤナギ」
「ミチヤナギ」など種類の名称になっているものが多かった。「ヤナギ科」という例も見
られた。「ヤナギ」表記は専門語に使われている
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表5 鶏
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表6 鯨
3.1.2．生物の名称
生物の名称を食べられるもの「牛，鶏，鯨，豚，馬，羊」，食べられないもの「猿，蛍，
犬，蛇，象，猫」に分け，グラフで表記した。本稿では紙面の都合上「鶏，鯨」と「猿，
猫」のグラフをとりあげる。
3.1.2.1．食べられる生物
【表5】「鶏」「にわとり」「ニワトリ」とも単体での使用しかなかった。「雌鳥」のよう
に「鶏」表記で「とり」と読むものが多かったが，研究対象外である。ひらがな，カタ
カナ表記の割合が他の食べられる生物に比べ多い。それらの表記にした場合，漢字表記
よりも4文字と文字数が多く目立つこと，漢字表記は読み方が変わる場合が多いことが
このような結果につながったと考えられる。専門的・特徴的であるという理由は考えら
れない。
【表6】他の生物よりも明らかにカタカナ表記の割合が多かった。「鯨」は単体での使
用や「鯨尺（くじらじゃく）」「鯨ひげ」という単語が見つかったが他の生物に比べ漢字
の割合がすくなかかった。これは「捕鯨（ほげい）」など他の漢字と合わせて単語になる
場合に「鯨」の読み方が変わるのでこのような結果になったと思われる。「くじら」は単
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表8 猫
体や「ざとうくじら」の例が見つかった。「クジラ」は単体や「マッコウクジラ」「ザト
ウクジラ」など「クジラ」の種類を示すものが多かった。「クジラ漁」という単語も見つ
かった。「クジラ」表記は専門語で使われている。
3.1.2.2．食べられない生物
【表7】「猿」表記を単体での使用や「猿回し」「猿まね」など単語になっている例が多
かった。「さる」は研究対象外が目立ったが，「おさる（さん）」「さるぐつわ」が複数あ
り，単体での表記使用はなかった。「サル」は単体での使用が多く，「サルスベリ」「サル
真似」という単語も見つかった。他の食べられない生物よりもカタカナ表記の割合が多
く，文学の分野ではひらがな表記も使用されている。ひらがな表記の使用が少ないこと
は他の生物と同じだが，漢字表記とカタカナ表記の使用頻度が同じくらいであり，どち
らかを優先して使用しているという事実はない。
【表8】「猫」は単体での使用のほか，「野良猫」「仔猫」「黒猫」「山猫」など「～猫」
という使われ方が多かった。また「猫撫で声」という例も見つかった。「ねこ」は単体で
の使用のほか，「ペルシャねこ」「シャムねこ」「山ねこ」が見つかった。「ネコ」は単体
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での使用のほか，「ネコジャラシ」「子ネコ」のように他のものと合わせて単語になる場
合や「シャムネコ」「ツシマヤマネコ」など「ネコ」の種類を示しているものが見つかっ
た。「猫」表記が多く，特に文学の分野では好まれて使われている。
3.2．分析と考察
「一般の書籍の分野別」と「名称の表記別」に分けて分析考察する。
3.2.1．分野別の分析と考察
一般の書籍の分野に注目して分析と考察を行う。
植物の名称は文学の分野において漢字表記されることが多いことが分かる。文学では
図や表がなく，挿絵がある場合でも文字で読み手に伝えることが重要であるので，表意
文字である漢字が使われていると思われる。日本語の書記方法は漢字とひらがなが中心
で，語の中心は漢字で書かれるという佐竹（2005）の説に良く当てはまっていることが
多い。
食べられる植物においては，産業の分野でカタカナ表記が他の分野よりも使われてい
る。「タロイモ」「ヤムイモ」など日本ではなじみのない植物を表記する場面で便利であ
ることと，「マメ科」「イネ科」のように専門用語が使われるためであると思われる。ま
た，植物として農作されているものなので，食べられない植物に比べ人工的で自然の中
で生きる植物とは違った特別な意味を持っているといえる。食べられる植物は「農作物」
「商品」になったことでカタカナ表記が使われるようになったのだろう。産業の分野で
は生物名・植物名はカタカナ表記という常用漢字表のルールが守られているものが多い。
食べられない植物は食べられる植物に比べ，どの分野においても漢字表記が多いこと
が分かる。調べた植物が観賞用になるものが多いこと，自然の中で何年も生きる植物で
あることなどが，人工的に生産して食品にする植物と違っている。その様な理由で食べ
られない植物にたいして学術性・専門性を感じないことが漢字表記の多用される理由だ
ろう。常用漢字表のルールからは外れている。
生物の名称においては，分野によって漢字表記よりもカタカナ表記が多いことが分か
る。カタカナ表記の持つ学術性・専門性のほかに「漢字やひらがなとの区別がはっきり
する」という特徴が関係していると思われる。例えば，「鶏」は漢字表記にすると一文字
で目立たないが，「ニワトリ」にすると4文字になる上にひらがな表記よりも目立つ。ま
た，漢字一文字で表記すると読みにくい場合があることが理由であろう。
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表9 植物・生物の名称別表記件数
食べられる生物において，食べられる植物にみられるような一貫した特徴はない。例
えば「鯨」ではカタカナ表記が多く使用されており常用漢字表のルールが守られている。
特に自然科学の分野，産業の分野でよく使用されている。これは学術性・専門性のある
事柄であるためと，「鯨」という漢字表記に対してなじみがなく「クジラ」のほうが伝わ
りやすいためであると思われる。それに対し「牛」「鶏」「馬」「羊」は文学の分野で漢字
表記が圧倒的に使用されている。これらについては常用漢字表のルールが守られていな
い。
食べられない生物においても一貫した特徴はなく，分野によって漢字表記よりもカタ
カナ表記が多い結果になっている。ペットとしてなじみのある「猫」は総記の分野では
「ネコ」表記のほうが多いが文学の分野では「猫」のほうが多い。しかし，これまで文
学の分野において漢字表記が圧倒的に多かったが，食べられない生物ではカタカナ表記
も使用されている。一番常用漢字表のルールが守られているといえる。
3.2.2．表記別の分析と考察
植物と生物の漢字表記，ひらがな表記，カタカナ表記に注目して分析と考察を行う。
【表9】は漢字表記，ひらがな表記，カタカナ表記の分野別の件数を表記ごとに合計し
たものを表記別に比べやすいようにグラフにしたものである。
植物・生物の名称ともに漢字表記の使用率が非常に高く，その次に使用されているの
はカタカナ表記であった。しかし，「クジラ」「ゾウ」は漢字表記よりもカタカナ表記の
ほうがより使われており，「サル」と「ホタル」はわずかながら漢字表記よりもカタカナ
表記が優先して使用されている。食べられない生物はカタカナ表記が良く使用されてい
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ることが分かる。それに比べ，植物の名称は総じて漢字表記がカタカナ表記よりも優先
して使用されている。ひらがな表記はどの単語を見ても使用率が低い。
全体を通して，漢字表記は一番使用されていることが分かった。表意文字である漢字
が日本語の表記の中心的役割を果たしていることは間違いないようだ。カタカナ表記が
使用される場合，漢字表記より優先されている理由はその事柄が専門的であるから，ま
たひらがな表記より優先されている理由は前後の文脈と単語との区別がつきやすいから
だろう。ひらがな表記は前後の文脈と区別がつきにくいという理由から使用されない。
また先行研究でも述べられていたようにひらがな表記は補助的役割をになっているた
め，主要な役割をになう植物・生物の名称を表記するには不向きである。
4．おわりに
本稿の研究では文字表記の可能性が複数ある場合に漢字表記が好まれており，特に文
学の分野では顕著であったと分かった。
明治時代に起こった漢字廃止の主張は，漢字の欠点として①字体，音・訓，意味・用
法を記憶しなければならないこと，②字体と音・訓と意味用法の間に必然的な関係がな
く，体系的に学習できないこと，③字形が複雑で類似しているものもあり，記憶が大変
なこと，④読み方を文脈に応じて使い分けなければならないこと，⑤意味・用法が多様
で使い分けが一定しないことなどがあげられていた（犬飼2002）。結局，漢字廃止にはな
らなかったが，この後，漢字制限の国語施策は行われた。
上記のような歴史を経てきた漢字表記は現在なお好まれて使われている。それは欠点
とされていた①～⑤のような特徴が利点として考えられるようになったからだろう。文
学の分野では，漢字表記のもつ「複雑で，曖昧で，多様性がある」特徴，つまり漢字廃
止派の言う面倒な部分が逆に日本人に好まれてきたといえるだろう。
注
1．常用漢字表は平成22年11月30日に改定されたが，本稿では改定前の常用漢字表を参考にして
いる。
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Abstract
The Japanese use kanji, hiragana and katakana in writing. For example, cat can be written
either as“猫”,“ねこ”or“ネコ”. Kanji has been popular among Japanese people in recent years
as we often see quiz programs on TV concerning kanji. On the other hand, hiragana is useful and
simple, and Japanese children learn it first at school. Katakana is also a unique writing system
used mainly for loan words.
In this study, I examine how kanji, hiragana and katakana are used, with the help of a
Japanese corpus (KOTONOHA), in order to see if there are any rules for using them.
I first chose a group of kanji for plant and animal names from a list of Joyo-kanji. Then I
examined how those kanji were used in the corpus. The distribution of different writing forms
for each word are summarized in the form of graphs.
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The conclusion reached is I found that we tend to use kanji the most, followed by katakana
and then hiragana. Especially, we often use kanji in the field of literature. However, in some fields
we use katakana more often. Hiragana is used much less than expected.
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